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STEP 2

• 生産者様に対して、生成するカーボンクレジットの選択、カーボンクレジット化の実務において伴奏支援。

• 煩雑な「手間」や「費用負担」を避け、初期費用ゼロで申請～販売まで一括で代行。

フェイガーの役割

プロセス 現状の課題 私たちの取り組み

申請可能な手法や活動をわかりやすく説明

• 独自のマニュアルとアドバイスに基づいてわかりやすく説
明。

複雑な申請・認証取得作業を一括でサポート
• 農業日誌の記録などを活用し、手間を最小限に抑えつつ、

申請作業を代行／サポート。

• 適正価格で販売できるよう、証拠の品質を高める

全量買取り + 初期費用ゼロで申請可能

• 販売の有無に関係なく認証取得後に報酬を支払い。

• 初期費用ゼロで収益から手数料を差し引くため、費用だ
け発生することはない。

STEP 1

温室効果ガス

削減

認証の申請・

取得

STEP 3

販売先探索・

売買

何をすれば申請できるの？

何を提出すればよいの？

複雑な申請や書類提出が必要。

そんなに時間はかけられない。

頑張って脱炭素の取り組みを

しても売れないリスクがあるなら

取組むのは難しい…
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バイオ炭施用効果の見える化＋施用効果向上

×
バイオ炭 バイオスティミ

ュラント等

• 東京都“吸収・除去系カーボンクレジット創出事業”にて都内農家
向けのバイオ炭・機能性バイオ炭の施用効果の定量化を実施。

都内中小企業（農家・農業法人）の誘引に向けた取組

簡易なデータ取得パッケージ

対候性ソリューション 経済合理性のあるバイオ炭の提供

• 近年の夏場の高温は水稲栽培の収
量・品質に直接影響する。

• 脱炭素しつつ、収量・品質を維持
するための対策（土づくり、水管
理、資材利用）のセミナーを実施

• また、より高温・乾燥ストレス耐
性を高める資材活用の研究開発も
実施

• 一般的なバイオ炭は製造・輸送等にコストがかかり、価格が高
くなりがちである

• 弊社は以下2点により都内農家に比較的安価にバイオ炭を提供
• バイオマス処理課題の解決や地域資源循環等の複合的な課題解
決に繋がるバイオ炭製造モデル構築支援による製造コストの最
小化

• 複数のバイオ炭製造パートナーにより、輸送距離・コストを最
小にする提供先から都内農家へバイオ炭を提供

農業総合支援サービスの提供により、農業生産を含めた農家のメリットの最大化することで、Ｊ－クレジット事業の拡大が可能となる

• 中干し延長の活動の実施の証跡をよ
り負担が少なく農家の方々に実施し
ていただけるようなパッケージの開
発を実施中

• 実証済み作物品目において、バイオ
炭施用による収量・品質効果の目安
の提供が可能。それにより、農家が
バイオ炭購入・施用コストに対する
メリットを事前に把握でき、取り組
みの促進が可能

＜機能性バイオ炭＞

＜バイオ炭の農地施用＞＜中干し期間の延長＞
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AG-005

水稲栽培における中干し期間の延長
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水田の中干し延長による温室効果ガス削減とは？

CH4

CH4

CH4
通常の

中干し

中干しの

延長

湛水（嫌気）状態で、メタン生成菌が活性化

中干し期間の延長により、

メタン生成が抑制される

CH4はCO2より

２５倍温室効果が高い

水稲の中干しを過去２年間の平均より「1週間延長」するとメタンガスの排出量が「３０％減」る

生産者様は、中干し延長の実施により「日本の温室効果ガスの削減に貢献」

さらに、クレジット収入を活用して、「生産コストの低減」や「雑収入」として活用可能
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Ｊ－クレジット制度ＨＰより



6©︎ 2026 Faeger Co. Ltd. All Rights Reserved.

過去中干期間の算出（農林水産省の資料から抜粋）

適用条件を満たすことの証明

年 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

中干
日数

7 7 14 14 14 14 14 14 14 14

プロジェク実施前
直近2か年以上の
中干し日数（平均） クレジットが得られるのは申請開始から最大8年分

（認証対象期間）
※途中で申請しない年があっても1年分としてカウント

7日間以上延長

＜例（プロジェクトをR8年から開始する場合）＞
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Ｊ－クレジットの申請方法 (水稲の中干し延長) *プログラム型プロジェクト

～ 3月末

時
期 4月末～5月上旬 6月～8月 9月～10月

収
集
す
る
情
報

契約締結

活
動

日減水深測定(任意)

日付/撮影

田植え 中干し

中干開始記録

日付/撮影

中干終了記録

日付/撮影

出穂 収穫

過去中干記録
有無確認

締切：9月頃

最低保証額①の受領
クレジット化時点で、
最低保証額の50％を

お支払い

認証翌月 認証13か月後・・・

①過去2年間の中干の記録、②該当圃場の営農計画書/細目書＋圃場地図の提出、③栽培管理グループ登録、④田植え前
の日減水深測定 (生産者様あたり代表1圃場)、⑤⑥中干し期間の延長時の撮影 (栽培管理グループごとに1圃場)、⑦出穂
日と中干し延長出来た圃場の登録 ⑧圃場情報の確認 以上の情報の提出で申請可能

出穂日記録

日付

提出データ
①過去2年間の中干記録（3-4月）
②営農計画書・地図の画像（3-5月）
③栽培管理グループ登録（3-5月）
④日減水深測定（4-5月）

⑤中干開始時の圃場写真（5-7月）
⑥中干終了時の圃場写真（6-8月）
⑦栽培管理記録の入力（7-9月）
⑧圃場情報の確認（6-9月）

最低保証額②の受領
左記の1年後に、
最低保証額の50％を

お支払い

＜取り組みのポイント＞

・入会金や設備投資などのコストは不要

・取り組み中に気象の影響等により申請を断念
された場合でもペナルティ無し
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証拠写真の参考例 (過去中干記録、日減水深測定)

証拠写真は、それぞれの記載や測定結果が目視で分かる形で収集

過去の中干し期間の証拠画像例 日減水深測定の証拠画像例

•中干しの開始と終了の記載部分がわかるように写真を撮影

• ”落水”、”入水”等、中干しの開始と終了を示す内容でOK

•測定開始時と測定終了時、差分がわかるように3種類の写真を撮影

•開始時・終了時それぞれの水位の部分にマーカーで線を引く

測定開始_1 測定終了_2 測定結果_3
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栽培管理グループと代表ほ場について

栽培管理

グループ１

品種A

代表ほ場

品種B

代表ほ場
品種C

代表ほ場

栽培管理

グループ２

栽培管理

グループ３

•本制度では「栽培管理グループ」と
「代表ほ場」という考え方があります

•基本は、品種と作型毎に分けた栽培管
理グループ毎にプロジェクトを実施し
ていただきます

•中干し開始、終了の写真等は代表ほ場
において調査していただきます

※代表ほ場における調査のみですが、中干し延長
を実施したほ場のみが申請の対象になります。取
組を実施していないほ場を申請すると虚偽の申請
になり、訴訟の対象になることをご承知願います
（フェイガー脱炭素農業協会会員規約及びカーボ
ンクレジット生成に関する規約第11条５）。
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証拠写真の参考例 (中干開始・終了)

中干し実施の証拠写真は、稲と土壌が見える形で撮影。開始時に水が抜けきらない場合は排水の様子も撮影

中干し延長終了時には、入水前の稲と田面がわかる写真を撮影

中干し開始時の証拠画像例

•中干し開始時は閉じた取水口及び開
いた排水口、終了時は開いた取水口
又は閉じた排水口の撮影

•上記の写真を1セットとし、基本的に
は品種ごと、栽培方法ごと撮影。

–例 : 直播やWCSで中干しのタイミ
ングが異なる場合

•ただし、栽培スケジュールが同じ品
種は1つにまとめることが可能。

中干し終了時の証拠画像例

※中干は出穂する前に実施
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データの提出方法について

• すべてのデータ提出は、PC／タブレット／スマートフォンを通じた申請システムで実施

• ログインやフェイガーからの通知確認は専用アプリから可能
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フェイガー申請システムとの連動

水位センサー

pF meter

干ばつリスクの可視化

>pF 1.5

日減水深の記録測定
も不要

中干しの写真も不要

水位センサーで取得した水位データを

自動的に申請システムに連動

ファーモ社と業務提携し、
2026年より申請データが自動連携

水位センサーの導入により申請に係る手間を省き、かつ干ばつによる乾燥ストレスのリスクを可視化

スマートフォンを活用した無料の申請システムによる手続きの簡易化

水稲の中干し延長の申請簡易化/水管理の適正化ソリューション
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水稲の中干し期間の延長の取り組みをご希望の方へ

フェイガーHPの下部のお問い合わせ先

https://faeger.company/contact/

https://faeger.company/contact/
https://faeger.company/contact/
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AG-004

バイオ炭の農地施用
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バイオ炭とは？

燃焼しない水準に管理された酸素濃度の下、350℃超の温度でバイオマスを加熱して作られる固形物。
Ｊークレジットにおいて除去系クレジットとして手法が登録されている。

バイオ炭化によって炭素がCO2に戻るのを回避

本来なら燃焼や破棄によって短期でCO2として空気

中に戻っていたバイオマス(炭素)が炭化され、CO2

として戻るのを回避する。

1

バイオ炭の農地施用によって炭素を貯留

バイオ炭は農地／土壌に入るその多くの炭素が数

百年間分解されずに貯留され続ける。

2

CO2C

難分解性の炭素を土の中に
閉じ込めることで、大気中に

CO2を戻さない

地表

C

炭素貯留
農地

バイオ炭

農地施用

バイオマスの

原料

•木や竹
•もみ殻
•家畜ふん
•下水汚泥 など

バイオマスを

炭化

光合成

CO2

木・もみ殻・コーヒー殻など
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Ｊ－クレジット制度ＨＰより
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Ｊ－クレジットの申請方法 (バイオ炭の農地施用) *プログラム型プロジェクト

• バイオ炭の施用とデータ提出 ((1)品質証明/(2)原料証明/(3)製造記録/(4)申請フォーマット/(5)施用記録） で申請可能。

• 製造・運搬に係る排出CO2データについては、弊社専用エクセル申請フォーマットに必要項目を入力すれば自動算定。

時
期 バイオ炭の調達 バイオ炭の施用

収
集

す
る

情
報

入会・契約締結

活
動

データ提出
(1)品質証明/(2)原料証明/

(3)製造記録/(4)申請フォーマット
(5)施用記録

バイオ炭調達
・品質証明

・未利用証明
最低保証額の受領

クレジット化時点で、
最低保証額をお支払い

クレジット認証

ボーナス支払の受領
高値で販売の場合、
追加報酬をお支払い

納品書等の保管
バイオ炭の種類と量の
わかる納品書等を保管

バイオ炭施用を記録
施用圃場の写真、栽培日

誌等での記録

＜申請フォーマットのデータ収集＞
・バイオ炭原料の運搬重量・距離（運搬ルート）・輸送車両（燃料種・最大積載量）の種類
・バイオ炭製造設備の燃料種類・利用量（電気利用量）
・バイオ炭の運搬重量・距離（運搬ルート）・輸送車両（燃料種・最大積載量）の種類

適用条件確認
・農地
・原料

※プロジェクト実施前から発生していたCO2は省略可能
（使用実態に変更がない場合）

クレジット販売
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事前確認項目

取り組み前に正しくバイオ炭の農地施用プロジェクトに参加できるかチェックするために以下をご確認く
ださい

18

1. 炭化設備は350℃以上で製炭可能か？

• 炭素を土壌に貯留するため350℃以上で製炭されたバイオ炭が対象となります

2. 製造・施用予定のバイオ炭はJークレジット対象か？

• 申請可能なバイオ炭・バイオ炭原料がJークレジット制度にて決められています

3. 施用予定の農地or採草放牧地は鉱質の土壌か？

• バイオ炭を施用する場所が鉱質の土壌かを日本土壌インベントリーにてご確認くださ
い
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参考）バイオ炭炭素貯留量の算定式 （出所）バイオ炭をめぐる事情_農水省

炭化設備は350℃以上で製炭可能か？
製造・施用予定のバイオ炭はJークレジット対象か？
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以下の日本土壌インベントリーの土壌図にアクセスをし、
施用予定の場所の土壌分類が鉱質の土壌（=「B：有機質土」でないこと）を確認ください。
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/figure.html

＜OKの例＞ ＜NGの例＞

D6 アロフェン質黒ボク土であり、
「B：有機質土」でないためOK

B1 泥炭土であり、
「B：有機質土」の分類のためNG

施用予定の農地or採草放牧地は鉱質の土壌か？

https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/figure.html
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/figure.html
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/figure.html
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フェイガーのバイオ炭サービス

①バイオ炭の製造モデル構築サービス ②バイオ炭の施用支援サービス ③カーボンクレジット創出・販売

Jークレジット制度

企業

クレジット
販売

クレジット
発行

収益還元

農家

未利用バイオマス バイオ炭

炭化設備導入
バイオ炭製造

バイオ炭の施用
収量UP

バイオ炭施用支援

バイオ炭の製造体制の構築、バイオ炭施用、カーボンクレジット創出・販売までを一貫して提供。

• バイオマス処理課題等の地域課題解決に繋
がるバイオ炭製造モデルの構築支援

• 複合的な課題解決により、バイオ炭製造コ
ストの削減

• 輸送距離の最適化により輸送費・CO2排出
量を最小化

• 作物品目・栽培方法に合わせてバイオ炭施用
効果を最大化を支援

• 適切なバイオ炭施用方法・施用量のご案内
• 機能性バイオ炭レシピによる収量・対候性向
上等

• 生成から販売まで一貫したサービスを行う
ことで、高品質な環境価値・地域貢献価値
を付与し収益向上を可能とする
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バイオ炭の農地施用の取り組みをご希望の方へ

フェイガーHPの下部のお問い合わせ先

現時点でわかっている
・バイオマス原料の情報
・炭化設備の情報
・施用する農地の情報
を回答いただき、適切なご案内を致します。

https://faeger.company/contact/

https://faeger.company/contact/
https://faeger.company/contact/
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